
Excelを作る
初めてのプログラミング
2020年度
只木進一（理工学部）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回は、PythonからExcelファイルを作りましょう。



今日のサンプルファイル

https://github.com/first-
programming-
saga/excelAndCSV2
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
サンプルプログラムをダウンロードしてください。



新規にDataFrameを作る

初めてのプログラミング 只木進一©
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excelAndCSV2/createDataFrame.ipynb

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、プログラムの中でDataFrameを作成しましょう。このシートのdataは辞書型です。キーには、列のラベルが、値には列の値のリストが入っています。indexというリストには行のラベルが入っています。6行目で、辞書型のdataと行の名前のリストindexを指定して、新しいDataFrameであるdfを生成しています。予想通りに、DataFrameができました。注意してほしい点として、dataで与えた列に相当するリストの長さです。同じ長さでなければなりません。



新規にDataFrameを作る
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
別の方法でDataFrameを作る例です。この例では、data2という辞書型の最初に行の名前に相当するデータが入っています。7行目では、’名前’という列をindexに指定しています。



新しいデータの追加5

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に新しいデータを追加しましょう。始めは、新しい列の追加です。上半分の例です。新しい科目名labelとして「体育」を用意し、4人分の成績のリストrecordを準備します。それをDataFrameであるdfに追加しています。結果表示を見ると、ずれていますが、5科目分の成績が登録できました。ここに新しい行を追加します。新しい生徒「古賀」を登録します。行の名前nameとそれに対応した一列のデータrecordKogaを準備し、dfに追加しています。



ファイルへの出力

エクセル出力

CSV出力
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df.to_excel(ファイル名)

df.to_csv(ファイル名)

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
プログラムの中でDataFrameを生成したら、あとはファイルに出力します。excelでも、csvでも保存することができます。なお、出力先はプログラムのあるクラウド上です。ファイルの一覧に出力したファイルが見当たらない場合には、ブラウザの更新機能を使ってください。また、出力ファイルを見るためには、ダウンロードする必要があります。注意してください。



データ集計
入力ファイル

初めてのプログラミング 只木進一©
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name English Math Science Social
Per 80 90 95 70
John 80 60 70 100
Kim 100 60 65 80
Sally 70 80 95 70
Tom 80 70 80 60
Maki 70 100 90 80
Joe 75 90 100 70
Jane 90 80 80 100
Ann 90 100 80 100
Kei 100 70 90 75

excelAndCSV2/StatFromExcel.ipynb

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここで、Excelファイルを読みこみ、平均を追加して、書きだす処理を行ってみましょう。このシートの例のようなファイルdata.xlsxがあるとします。このファイルを読みこみ、次のシートのように、各科目の平均の行追加しましょう。


Sheet1

		name		English		Math		Science		Social

		Per		80		90		95		70

		John		80		60		70		100

		Kim		100		60		65		80

		Sally		70		80		95		70

		Tom		80		70		80		60

		Maki		70		100		90		80

		Joe		75		90		100		70

		Jane		90		80		80		100

		Ann		90		100		80		100

		Kei		100		70		90		75







データ集計
目標とする出力
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name English Math Science Social
Per 80 90 95 70
John 80 60 70 100
Kim 100 60 65 80
Sally 70 80 95 70
Tom 80 70 80 60
Maki 70 100 90 80
Joe 75 90 100 70
Jane 90 80 80 100
Ann 90 100 80 100
Kei 100 70 90 75
SubjectAverage 83.5 80 84.5 80.5
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データ集計
手順の大枠

1. エクセルファイルを読み、
dataFrameに変換

2. 各科目の平均を記入する欄を作成
3. 各科目の平均を計算し、記入

初めてのプログラミング 只木進一©
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これを実行するには、3段階の手順を実行することでできますね。StatFromExcel.ipynbの中の、readExcel()関数でデータを読むと、DataFrameができます。ここは、先週説明しました。



平均値を記入する欄を作る

各教科の平均値を記入する行の生成
0をlen(df.columns)個記入

初めてのプログラミング 只木進一©
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、平均値を記入する欄を作りましょう。まだ、平均値を計算していませんから、0を入れておきましょう。科目数はcolumnsの長さになります。これで、平均値を記入する欄の準備はできました。



データ集計
科目毎平均

初めてのプログラミング 只木進一©
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1. forall (各列){
2. sum = 0 #和
3. count = 0 #人数
4. ser = 一列のデータ
5. forall (serのキー){
6. if (キーは科目平均ではない){
7. sum += データ
8. count += 1
9. }
10. }
11. average = sum/count
12. average を記入
13.}

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
先週の発展課題では、各科目の平均値を計算しました。それを参考にすればできるはずです。ここに示すのは、Pythonのコードではありません。アルゴリズム、つまり計算の手順をプログラムのように書いたものです。“forall”は、「全てのものに対して繰り返す」という意味です。一行目のforallは、全科目に関して回ります。4行目で一列のデータを取得し、5行目のforallで各人のデータを見ていきます。しかし、最後の行には科目平均を入れるため、その部分の値は可算してはいけません。科目平均の入っている列のラベルは、subjectAverageLabelという変数に入れています。



初めてのプログラミング 只木進一©
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この関数は、単に各科目に対して、各人の成績を印刷する関数です。参考にしてください。今日のミニテストは、この課題を実行することです。
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